
【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

学ぶことのおもしろさを感じる授業、学ぼうとする意欲を育てる授業を通して、
確かな学力の定着・向上を図る。

【授業改善】

・自分の考えをもたせた上で考えを
交流する場を、1日1回以上設定す
る。
・ホワイトボードやICT機器の効果的
な活用を週３回以上行う。

・学校新聞、学年通信等に必ず目を通し子ど
もの学校での様子を把握する。
・児童の家庭学習を週３回は見るようにする
・オープンスクール、授業参観で子どもの様
子を見ると同時に学級懇談・学校運営協議
会等で意見を言う

〈家庭・地域の検証指標〉

・教育目標や経営方針、教育活動
について理解をする
・学校と連携・協働して教育活動の
推進に努力する

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

・落ち着いて学習ができるように年度初めには学習規律、板書とノートの基本の型を学校で統一している。また週始めには学習道具調べ
をしており、全学年そろった指導ができている。
・「ユニバーサルデザインの授業」についての研修も行い、学力の向上、定着に努力している。
・検証授業、互見授業を通しての授業改善を図る。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・家庭学習の手引きを配布し、家庭学習の習慣の定着のため周知した。
・「めあて」「課題」まとめ」「振り返り」を毎時間位置づけるようにしている。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・語彙力が少ない
・文章を読み取って答えたり、自分の考えを文章にしたりすることが苦手
・基本的な計算・かけ算九九の定着ができていない
・どの教科においても思考力・判断力・表現力が弱い

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・生活体験が学習内容に結び付いていない
・読書量と質の不足
・書く活動の不足（始め・中・終わりの意識、条件作文等）
・家庭学習の方法と内容の見直し（ICT活用、前学年の問題）

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
・単元末テストの結果、低学力層6％以下は達成できているが、平均での達成であり、４、５、６年の算数では６％を超えている。どの教科に
おいても「思考力・判断力・表現力」が弱い。
・授業の中で、ICTやUDを意識した授業を行ったり、自分の考えを書く時間や交流、発表する機会を保障したりして、基礎基本の定着を
図ってきた。自分の考えや相手や目的を意識した文章を書く力が弱い。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について
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学校教育
目標

個性と創造性に富み、心身ともにたくましい子どもの育成～自立×自律⇒協働的な問題解決力を伸ばす～

育成を目指す
資質・能力

学ぶことのおもしろさを感じる授業、学ぼうとする意欲を育てる授業を通して、確かな学力の定着・向上

家庭学習の状況の把握と児童の課
題提出率９５％以上

〇教室掲示の充実：「話し方・聞き方」、ペアトーク・グループトークの仕方、既習事項
〇フレンドリータイムを月１回以上する、道徳の授業の充実により安心して学べる学級づくり
〇ドリルを、どの学年においても同一内容のものを複数回取り扱い、学力の定着を図る
〇語彙力・読解力定着のためのチャレンジタイムを行う　　　〇ICT機器を活用した家庭学習の推進
〇「明野地区学習のきまり」と「家庭学習の手引き」を活用し、学習規律等、4校そろった指導を行う

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標

授業が楽しいと感じる児童９０％以上

〈検証指標〉 〈検証指標〉

児童アンケート「授業が楽しいと感じ
る児童」９０％以上

思考・判断・表現の力をつけるととも
に、低学力層（６０点未満）を６％以
下

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
毎時間の授業にUD、ICTをデザイン
し基礎・基本の身に付ける授業を行
う。

一斉授業の中での個に応じた支援
やペアトーク・グループ学習による
学び合いを行う。

・「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の
プレートを活用してわかりやすい板書を
毎時間行う。
・主体的に取り組める明確な課題設定を
１単元で５割以上行う。
・毎時間1回はICTを活用する。
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